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一．一広報 

③ごしかわら 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原
魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 

‘閥き、今日の活力に溝ちた五所川原市を築き 
1： 上げましだ。 
,： わたくしたちは、この伝統を継承し、広 
・i,  い視野に立つて西北津軽の人マと協調 

':． し、郷土の限りない発展を願つて、こ
弓こ こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、カを合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 
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昭和62年 

Aa639 

天
皇
艇
生
日
の
四
月
ニ
＋
九
 
子

供
か
ら
年
輩
の
方
ま
で
市
民
  

康
と
体
力
の
増
進
を
図
る
た
め
 
ち
、

高
橋
教
育
長
が
「
さ
わ
や

日
、

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
 
約
五
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

 

に
、

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
利
用
 
か

な
天
候
の
も
と
、
ラ
ン
ニ
ン

ー
ス
の
走
り
初
め
会
が
行
わ
れ
、
 

 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
市
民
の
健
 
で

き
る
よ
う
に
市
教
育
委
員
会
 
グ

し
な
が
ら
大
い
に
健
康
づ
く
 

が
―
「健
康
は
ま
ず
走
 
り

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
」
を
提
 
い

さ
つ
を
述
べ
、
準
備
体
操
の

唱
し
設
定
し
た
も
の
 
後

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
 

で
、
今
年
で
＋
年
目
。
 

参
加
者
各
自
が
、
そ
れ
ぞ
れ

五
十
三
年
か
ら
設
 

の
ペ

ー
ス
で
心
地
良
い
汗
を
流

定
し
て
い
た
コ
ー
ス
 
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

を
、
交
通
量
等
の
事
 
囲

気
の
中
全
貝
完
走
し
ま
し
た
。
 

情
で
今
年
か
ら
市
役
 

な
お
こ
の
日
、
第
十
回
を
記

所
裏
の
岩
木
川
河
川
 
念

し
て
参
加
者
全
員
に
、
ジ
ョ

敷
を
、
川
の
流
れ
に
 
ギ

ン
グ
ワ
ッ
ペ
ン
を
配
り
ま
し

沿
っ
て
走
る
コ
ー
ス
 
た
。
 

に
変
更
し
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ー
ス
は
、
岩
木
川
原

西
に
雄
大
な
岩
木
 

の
静
か
な
環
境
に
あ
り
、
ジ
ョ

山
を
、
東
に
街
並
み
 
ギ

ン
グ
に
は
絶
好
の
場
で
あ
る

を
眺
め
な
が
ら
の
全
 

こ
と
か
ら
、
多
く
の
市
民
に
利

長
三
千
冒
（
片
道
千
 

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

五
百
H
）
の
コ
ー
ス
。
 

参
加
者
は
午
前
六

時
、
早
朝
の
す
が
す

が
し
い
空
気
を
胸
い

っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で

ス
タ
ー
ト
地
点
に
集

合
。
 

走
り
初
め
に
先
立
 

記念ワ・ソペン 

走り初め会でジョギングを楽しむ参加者遣 

（
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
・
き
っ
と
お
役
に
立
ちま
す
・
 

お
膳
占
昌
ジ
ョ
ギ
ン
卿
 

「コ
ー
ス
走
り
初
め
会
」
 

市

民

湖
人
が

参

加
 



西
北
津
軽
の
隆
盛
は
、
本
市
の
発
展
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に

あ
り
、
本
市
は
津
軽
西
北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏

（
五
所川
原
市

を
中
心
と
し
た
一
市
六
町
七
村
）
の
中
心
都
市
と
し
て
の
都
市
機

能
の
充
実
を
期
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

一
一
十一
世
紀
を
展
望
す
る
と
き
、
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
発
展
、
 

特
に
工
業
の
振
興
と
道
路
、
農
道
、
河
川
等
の
都
市
基
盤
の
整
備
 

が
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
本
市
の
み
な
ら
ず
西
北
津
軽
の
発
展
に
不可
欠
な
事
 

業
を
と
り
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
そ
の
促
進
を
強
＜
働
き
か
け
て
 

い
き
ま
す
。
 

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
七
件
を
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

ーノ
 

五
所
川
原
大

橋
建
設

事
業
 

《
、
 

活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
して
 

ー
6
3年
度
の
重
点
事
業
を
国

・
県
に
要
望
ー
 

五所川原大橋の建設現場 

昭和62年（1987年）5 月15日 広報ごしょがわら 	 （第639号）② 

克
雪
タ
ウ
ン
計
画
 

事
業
の
指
定
 

本
市
の
市
街
地
と
西
郡
は
、
 

一
級
河川
の
岩
木
川
で
分
断
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
両
地
域

を
結
ぶ
橋
は
現
在
の
と
こ
ろ
乾

橋

一
本
しか
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
に
加
え
て
、国
道
一
〇

一
号
と
三
三
九
号
が
市
街
地
を

縦
貫
し
て
い
る
た
め
、
交
通
量

の
増
大
に
対
処
し
き
れ
ず
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
を
き
た
し
、
市

民
の
み
な
ら
ず
西
北
地
域
住
民

の
生
活
や
産
業
の
振
興
に
ブ
レ
 

ー
ギ
と
な
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
 

こ
れ
は
、
都
市
防
災
上
か
ら

み
て
も
大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。
 

そ
こ
で
、
乾
橋
上
流
約
ー
ギ

ロ
H
の
地
点
に
橋
を
建
設
し
、
 

交
通
渋
滞
を
緩
和
し
よ
う
と
昭

和
五
十
四
年
度
か
ら
こ
e
事
業
 

（
県
が実
施
）
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
 

現
在
ま
で
に
橋
脚
と
橋
台
が

完
成
し
て
お
り
、
本
年
は
い
よ

い
よ
橋
桁
の
製
作
に
入
り
、
併

せ
て
右
岸
、
左
岸
の
取
付
道
路

に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
 

全
体
の
完
成
は
、
六
十
四
年

度
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
 

一
日も
早
い
完
成
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。
 

本
市
の
冬
は
、
地
吹
雪
が
強

く
積
雪
量
も
多
い
た
め
年
間
の

除
排
雪
費
は
お
よ
そ
一
億
五
千

万
円
か
ら
ニ
億
円
費
や
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

今
後
、
本
市
の
雪
対
策
と
し

て
は
，
こ
れ
ま
で
の
機
械
中
心

の
除
排
雪
か
ら
流
雪
溝
、
融
雪

溝
設
置
の
可
能
性
や
屋
根
雪
の
 

大雪の市街地風景 

処
理
、
宅
地
周
辺
の
消
雪
な
ど

の
方
法
の
検
討
と
、
さ
ら
に
市

民
協
力
に
よ
る
雪
対
策の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を高
め
、
冬
を
快
適

に
過
ご
す
街
づ
く
り
、
住
ま
い

づ
く
り
の
早
期
実
現
を
図
る
た

め
、
本
事
業
の
指
定
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

【
 

【
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本
市
の
畑
作
振
興
は
、
水
田
 
政

策
課
題
の
ひ
と
つ
と
J
て
幾

利
用
再
編
対
策
の
実
施
以
来
、
 

度
も
検
討
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
 

．

一
 

で
す
。
 

r
一
藻
 

さ
れ
る
な
ど
、
 

本
市
の
畑
作
振

興
の
方
向
づ
け

が
な
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か

ら
、
農
協
な
ど

の
指
導
の
も
と

に
系
統
共
販
体
 

舞

護
路
ス
‘
渉貝
ム
り
 

の

建

設
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
 
（
収
容
人員
五
十
人
）
は
、
建

築
後
二
十
三
年
を
経
過
し
木
造
補
強

ブ
ロ
ッ
ク
平
家
建
の
た
め
老
朽
化
が

著
し
く
、
そ
の
う
え
土
地
、
建
物
と

も
狭
際
の
た
め
使
用
も
限
度
に
達
し

て
い
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
入
所
老
人
の
処
遇
の

向
上
を
図
り
、
地
域
の
老
人
福
祉
向

上
に
応
え
る
た
め
に
も
、
早
急
に
移

転
、
新
築
の
実
現
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。
 

津
軽

北
部
地

”
区
広
域
 
葺む
需
義
・
7
 

営
農
団
地
農
道
整

備
事

業
 

こ
の
事
業

（
県
が実
施
）
は
、
本
市
か
ら
木
造
町
を

経
て
車
力
村
に
至
る
延
長
約
＋
ニ
キ
ロ
H
の
基
幹
的
な

農
道
を
整
備
す
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
市
内
田
川
と
木
造
町
芦
屋
間
の
岩
木
川
に
橋
 

（
新津
軽
大
橋
）
を
建
設
す
る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
橋
脚
五
基
と
橋
台
一
基
が
』
震
し
て

い
ま
す
。
 

本
年
度
は
橋
台
一
基
と
上
部
工
桁
製
作
に
着
手
し
、
 

六
十
五
住
度
に
完
成
予
定
で
す
。
 

こ
の
橋
が
でき
る
と
西
郡
と
の
交
流
が
よ
り
円
滑
に

な
る
こ
と
か
ら
、本
事
業
の
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。
 

展
随
陸
港
閑
麿
地
区
め
脂
淀
ト
 

西
北
地
城
は
、
高
速
交
通
網

整
備
の
立
ち
遅
れ
か
ら
、
人
口

の
減
少
、
過
疎
化
現
象
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
現
在
策
定
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
第
四
次
全

国
総
合
開
発
計
画
の
中
に
具
体

的
に
そ
の
建
設
を
組
み
込
む
と
 
 

制
の
強
化
等
に
よ
る
販
売
力
の

向
上
を
図
り
、
さ
ら
に
価
格
対

策
と
し
て
，
ま
た
地
理
的
条
件

を
克
服
す
る
た
め
に
も
「
フ
ラ

イ
ト
野
菜
」
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
本
市
農
業
に
活
力
を
与
え

る
と
と
も
に
西
北
地
域
の
畑
作

振
興
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
も

の
と
い
え
ま
す
。
 

今
後
、
本
市
の
広
域
農
道
を

利
用
し
た
農
産
物
の
輸
送
拠
点

と
し
て
の
農
道
空
港
の
早
期
実

現
を
図
る
た
め
、
調
査
地
区
と

し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

青
森
職
業
訓
練
知

期
大
学
校
は
、
各
々

校
 
二
十
名
の
定
員
で
生

学
 
産
機
械
科
、
金
属
成
 

駄
 
玖叱

電
子
和樹
 

短
 
築
設
備
科
の
四
科
が

瞭
 
あ
り
、
卒
業
生
を
送

細
 
り
出
し
て
二
年
目
を

職
 
む
か
え
ま
し
た
。
 

瞬
 
…
・
体
校は
、
社
恰
の

進
展
と
と
も
に
積
極
 

的
な
教
育
姿
勢
を
と
 
 

り
、
地
域
の
評
価
を
高
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

近
年
、
本
市
を
は
じ
め
と
し

て
鶴
田
町
、
中
里
町
、
市
浦
村

な
ど
に
立
地
し
て
い
る
（
イ
テ

ク
産
業
の
一
層
の
推
進
を
図
る

た
め
、
ま
た
、
高
度
情
報
化
時

代
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
技
術
者

の
不
足
を
補
う
た
め
に
も
、
本

校
に
 
「情
報
シ
ス
テ
ム
科
」
 
の

新
設
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

を
図
る
よ
う
に
、
ま
た
そ
の
ル
 

ー
ト
は
、
県
内
に
お
い
て
も
日

本
海
沿
岸
を
通
り
、
本
市
を
経

て
終
点
を
青
森
市
と
す
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

,
 

 

ー
青
森

職
業

訓
練

短
期
大
学
校
に
 

「情
報

シ
ス
テ

ム
科
」
の
新
設

ー
 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
促
進
 

と
も
に
、
本
年
中
に
策
定
が
子
 

な
お
、
着
工
に
あ
た
っ
て
は
、
 

定
さ
れ
て
い
る
高
規
格
幹
線
道
 

青
森
ー
五
所
川
原
間
を
優
先
す

路
網
計
画
に
組
み
入
れ
、
整
備
 
る

よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
も
の
 

一
 

『
 

「
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クリーン作戦初日、気田町内会連合会長とともに泥やゴミC) 

収集作業をする森田市長（中央） 

康
ち
を

き
れ

い
に
ノ

加

Q）
冒
  〇 

春
の
ク
リ

ー
ン
作
戦
実
施
中
 

ー
防
犯
活
動
は
ク
地
域
ぐ

る
み

4で
 

春

の
防
犯

運
動
始

ま
る

ー
 

〇
o
 

市
で
は
、
四
月
二
＋
四
日
か

ら
「
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

開
始
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
各
町
内
会
が
上
げ

た
側
溝
の
ゴ
ミ
や
泥
を
収
集
処
 
 

理
し
て
住
み
よ
い
き
れ
い
な
環

境
を
つ
く
ろ
う
と
、
町
内
会
連

合
会
、
同
環
境
保
全
指
導
員
、
 

市
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦初
日
の
午
前

九
時
、
旧
ロ
ー
タ
リ

ー
に
森
田

市
長
を
は
じ
め
、
気
田
勝
治
町

内
会
連
合
会
長
と
同
役
員
、
土

木
事
務
所
や
市
の
職
貝
な
ど
合

わ
せ
て
約
四
十
人
と
、
タ
イ
ヤ

シ
ョ
ベ
ル
や
ダ
ン
プ
カ

ー
な
ど

の
車
両
九
台
が
集
合
。
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
に
先

立
っ
て
森
田
市
長
は
、
 「活
カ

と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
が
大
き
な
輪
に
な
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
 

そ
の
後
、
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
を

中
心
に
国
道
三
三
九
号
線
を
栄

町
と
敷
島
町
ま
で
の
一
一
班に
分

か
れ
、
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て

収
集
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
区
間
だけ
で
ダ
ン
プ
カ
 

ー
十
台
の
ゴ
ミ
や
泥
を
収
集
。
 

な
お
、
同
作
戦
は
五
月
十
七

日
ま
で
統
け
ら
れ
ま
す
。
 

か
 ,

 

春
の
全
国
防
犯運
動
が
四
月

干

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

期
間
は
ー
か
月
間
。
 

防
犯
運
動
の
初
日
、
五
所
川

原
地
区
防
犯
協
会
と
五
所
川
原

警
察
署
で
は
、
犯
罪
を
未
然
に
 
 

防
ぎ
平
穏
な
市
民
生
活
を
守
ろ

う
と
防
犯
決
起
大
会
を
開
き
、
 

車
で
パ
レ
ー
ド
、
運
動
の
推
進

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
防
犯
指
導
隊
、
 

婦
人
防
犯
部
約
二
百
人
が
出
席
。
 

小
野
雄
蔵
五
所
川
原
地
区
防

犯
協
会
長
、
山
田
寿
夫
五
所
川

原
警
察
署
長
が
防
犯
指
導
隊
を

査
閲
し
た
後
、
小
野
協
会
長
が

あ
い
さ
つ
、
山
田
署
長
が
激
励

の
こ
と
ば
を
述
ぺ
ま
し
た
。
 

引
き
統
き
、
森
田
市
長
が
「
 

こ
の
運
動
を
契
機
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を
さ
ら

に
徹
底
さ
せ
こ
の
地
域
か
ら
犯

罪
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、福
士
孝
一
五
所川

原
地
区
防
犯
指
導
隊
長
が
「
犯

罪
や
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み

よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、
住

民
総
ぐ
る
み
で
防
犯
運
動
を
す

す
め
る
」
と
大
会
宣
言
を
読
み

上
げ
ま
し
た
。
 

統
い
て
、
車
で
市
内
を
パ
レ
 

ー
ド
、
市
民
に
防
犯
意
識
の
高

揚
を
訴
え
ま
し
た
。
 

〈
春
の防
犯
運
動
重
点
目
標
〉
 

①
侵
入
盗
、
乗
り
物
盗
の
防

止
 

②
少
年
非
行
の
防
止
 

③
覚
せ
い
剤
お
よ
び
悪
質
商

法
の
追
放
 

防犯指導隊員の査閲を行う山田署長と小野会長 
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⑧
朝
野
球
シ
ー
ス
ン
の
開
幕
 

本市にリレーされたキャラパン車 

ーー一”一、，～ーIー““．」麟ー 
一防ごう非行肋けよう弱郵 

式
 
く
ら
し

を
取
り
ま
く
さ
ま
ざ
 

付
 
ま
な
問
題
を
直
接
行
政
に
反
映
 

凌
 
さ
せ
て
い
く
た
め
に
消
費
者
の
 

融
 代
表
と
い
て
、Jい
劃

茎
心
 

委
 
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
決
ま

外
 
り
四
月
二
＋
三
日
、
市
役
所
に

一
一
 
お
いて
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
 

・

1、
 モ
 
し
た
o
 

B
B
s
運
動
4
0周
年
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
来庁
 

第
一
干
三
回
朝
野
球
大
会

（
 

五
所
川
原
朝
野
球
協
会
主
催
）
 

の
開
会
式
が四
月
二
十
九
日
朝
、
 

市
営
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
六
時
、
五
十
三
チ

ー
ム

の
選
手
約
六
百
五
十
人
が
、
色

と
り
ど
り
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
身

を
包
み
、
堂
々
の
入
場
行
進
。
 

式
で
は
、
中
井
整
形
外
科
チ
 

ー
ム
な
ど
昨
年
の
各
プ
ロ
ッ
ク

優
勝
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
と
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
返
還
さ
れ
た
後
、
 

連
続
十
年
出
場
の
三
チ
ー
ム
に
、
 

感
謝
状
と
記
念
の
楯
が
贈
られ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
主
催
者
を
代
表
し
て
 
 

中
井
達
郎
会
長
が
「
今
年
も
グ

ラ
ン
ド
マ
ナ
ー
をよ
く
守
り
、
 

正
々
堂
々
悔
い
の
な
い
試
合
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
来
賓
を
代
表
し

て
森
田
市
長
が
 
「フ
ェ
ア
プ
レ
 

ー
の
精
神
に
徹
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
ご健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
」
 

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
参
加
選
手
を
代
表
し

て
、
冨
田
医
院
チ
ー
ム
の
一
戸

明
選
手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
閉

会
し
ま
し
た
。
 

閉
会
後
、
参
加
各
チ

ー
ム
の

監
督
に
よ
る
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
五
十
三
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
A
~
D
の
四
プ
ロ

ソ
ク
に
分
か
れ
、五
月
一
日
か

ら
九
月
ま
で
五
か
月
に
わ
た
り

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
 

ま
た
同
協
会
で
は
、
ア
フ
リ

カ
難
民
を
救
お
う
ー
と
「
ア
フ

リ
カ
に
緑
を
 
愛
の
一
球
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
昭
和

六
十
年
か
ら
募
金
活
動
を
展
開

中
で
、
こ
の
日
も
中
井
会
長
、
 

森
田
市
長
、
参
加
選
手
な
ど
が

率
先
し
て
募
金
を
行
い
ま
し
た
。
 

非
行
少
年
の
立
ち
直
り
を
助

け
る
、
B
B
s
運
動
発
足
四
十

周
年
記
念
全
国
縦
断
広
報
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
一
行
が五
月
一
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

市
消
 

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
四
月
＋
一
一

日
に
北
海
道
を
ス
タ

ー
ト
し
、
 

ギ
ャ
ラ
パ
ン
車
を
リ
レ
ー
し
な

が
ら
約
三
か
月
か
け
て
全
国
を

回
り
、
少
年
の
非
行
防
止
や
B
 

B
s
運
動
の
重
要
性
を
訴
え
て

行
く
も
の
で
、
本
県
に
は
四
月

一
一十
九
日
に
函
館
か
ら
引
き
継

ぎ
を
受
け
、
五
月
四
日
ま
で
県

内
を
回
り
広
報
活
動
を
行
う
子

定
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
千
島
昇
県
B
B
 

s
連
盟
会
長
が
法
務
大
臣
、
木

村
慶
順
五
所
川
原
地
区
B
B
s
 

会
長
が
日
本
B
B
s
連
盟
会
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
あ
げ
、
 

森
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
、
 

「ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
こ
の
運

動
を
広
げ
る
た
め
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
 

こ
の
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
車
に

よ
る
広
報
と
街
頭
で
の
チ
ラ
シ

配
布
を
行
い
、
B
B
s
活
動
（
 

の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
、
 

弘
前
市
（
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
 

B
B
s
運
動
と
は
 

(
Big
B
r
o
t
h
e
r
s
 
a
n
d
 
S
i

s
te
r
s
 

M
o
ve
me
n
tの
略
）
 

非
行
に
走
っ
た
少
年
少
女
た

ち
を
友
達
と
し
て
助
け
励
ま
し
、
 

相
談
相
手
と
な
っ
て
立
ち
直
ら

せ
よ
う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
大
き
い
兄
、
姉
と
い
う

意
味
を
も
つ
団
体
。
 

要
望
の
提
出
、
消
費
者
啓
発
の

協
カ
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
 

消
費
生
活
モ
ニ
タ

ー
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 （
敬称
略
）
 

石
山
正
子

（
中
平
井
町）
、
 

気
田
幸
子

（
上平
井
町
）
、
小

野
栄
子

（
み
どり
町
三
丁
目
）
、
 

対
馬
舞
子

（
広
田）
、
楠
美
多

子

（み
ど
り
町
五
丁
目
）
 

開会式で祝辞を述べる森田市長 

誉
」髪
羅
」
繰
 

消
 
物
価
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
や
 

費
生
活

モ
ニ
タ
ー
決
ま
る
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麟繊欝織箱欝響轡轡響萎欝婁 
市では 4 月23日、中央公民館で地域相談指導員26人、 

出稼相談員29人、出稼留守家庭世話人89人の委嘱状交

イ寸式を行いました。 

交付式には、森田市長ほか関係者約80人が出席。 

地域相談指導員等は、出稼ぎをしている方及びその

留守家族が抱えている悩みや問題について相談、助言

を行うものです。 

交イ寸式では、森田市長が 「安全て“男るい出稼ぎ推進

のため皆さんク工ご協力をお願いします」 とあいさつを

述べました。 

引き続き、丹代永三郎五所川原ダ到動基準監督署長と

斎藤栄五j折川原公共職業安定所統括職業指導官が 「出

稼ぎの現況、労働災害の防止」 などについて講話し、 

式を終わりました。 

r 

	

	今回、市が委嘱した方々は次のとおりで、任期は指 

導貝が1年、相談貝及び世話人は 2年です。 

委嘱状を交付する森田市長（右） 
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「消費者の日」記念講演会 
ン日時 6 月1 日（月）午前l0時～12時ころ 

まで”。 

レ場所 市中央公民館 

レ講師 高橋みちよ先生 

（東北女子短」りl大学教授） 

ンテーマ 「家計費に占める食」 

I＞人ユ場料 無料 , I＞人ユ場半斗 無料 
"“、、‘、、叫、，‘、，‘",,，、，“”、ー“一、“ーw、“、」叫”‘、，“”、 

議皆さプ綴難管フそ 
すべての相談は無料で、秘密は固く守り 

主す。お気軽にご利用ください。 

⑧厚生年金相』炎 

ン日時 毎月第 2 ・4 水曜日 9 時30分～ 

14時30分・まで’。 

レ場所 産経会館 5 階 

③教育相談 （予約必要） 

お子さんの教育問題でお悩みの方はお気 

軽にご相談ください。 

＞日時 5 月22日から翌年 2 月までの毎週 

金曜日 13時30分～16時30分まで。 

ン場所 市中央公民館 

レ申し込み先 五所川原市字岩木I町12 
五所川原市教育委貝会教育研修指導室 

(雪⑩ 2 1 1 1番内線 24 7 番） 

③交通事故相談所 

＞日時 毎月第 2 ・4 火曜日 10時～15時 

まて了。 

ン場所 市民相談室 

O心配ごと相談 

レ日時 毎週水曜日 10時～15時まで。 

レ」易戸！斤 市民相談室 

くョ行政相談所 

ン日時 毎週木曜日 10時～15時まで。 

ン場所 市民相談室 

③人権相談 

レ日時 毎週金曜日 l0時～15時まて“。 

ン場所 市民相談室 

③市民相』炎室 

ン日時 毎週月～金曜日 10時～15時まで。 

（土、 日曜日、祝日、12月28日～翌年 1 
月 4 日を除く。） 

~ 交通災害共済
年額 350円 

I ー家族そろって加入しましょう― 

⑦昭和62年（1987年）5 月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第639号） 

量器（はかり）の嚢期璽萎う 
商店、農業経営者など二二汁量器を使用している

方は、年 1回の定期検査を必ず受けてください。 

I.注意すること 

①検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料を

ご持参くノごさい。 

②検査を受けないはかりは、使用することができ

ません。 

③通知書記載の期日に検査を受けられない方は、 

f也の場jりiでも受けられます。 

④期間中に検査を受けないと県計量検定所（青森

市）で受検しなければなりません。 

実 施 期 日 実 施 場 所 

io:oo・～ 毘マ少門・長富コミュニ， 
5 月25日 12:00  テイセンター 

（月） 13:00- 
15:00 

コミ二ュ．ニニテイセンター 
飯詰 

5 月26日 io:oo- 五所川原市農業協同組 
(lJく） 15:00 合三好支所 

io:oo- コミュニテイセンター 
5 月27日 11:30  中川 

◇Iく） 13:00- 津軽中央農業協同組合 
15:00 I次畑支所 

10:00- 五所川原市農業協同組 
5 月28日 11:30  合栄支所 

(*) 13:00- 
14:00 

梅沢 
コミュ一ニ・テイ・1こンタ・ 

io:oo- コミュニテイセンタ 
5 月29日 11:30  長橋 

田 13:00~ 
14:00 

コミューニテイセン夕ー 
七；和 

6 月1 日 io:oo- 中央集会所 
（月） 15:30 （上平井田丁旧垂倒更局跡） 

6 月 2 日 
（二 Iく） 

10:00~ 
15:30 同 	一Iニ 

6 月 3 日 
('I◇ 

10:00~ 
15:30 五所川原市民文化会館 

6 月4 日 
（村 

10:00- 
15:30 同 	上 

無憂鰍蹴 2 	稽港 
青森県は、地域住民の力で多発する交通事故に

歯止めをーと、 6 月から市町村別事故防止コンク 

ールを実施することになりました。 

これまで行われてきた死亡事故ゼロ〇〇日表彰

などが 、発生地主義“ だったのに対し、 、「居住地

主義“ とするもので、県内で起こした事故はすべ

てその加害者の居住する市町村に算入する方式て‘ 

ネ刀の試みて4す。 

レ実施期間 6月1日から11月30日までの 6 か月間

レ期間中の事故点 事故点（1イ牛l0点）、死者点 

(1人100点）を積算し、これを当該市町村の人 

口、車両台数と対比して数字化、評価します。 

レ表彰対象 旧三市、新五市、町“、村のグルーフP 
別に行います。 

悲惨な交通事故から愛する家族の尊い命を守る

ため、市民ー人ひとりの自覚とご協力をお願いし 

ます。 	 （市交通防犯対策室） 

, 

, 
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春
の
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン

を
む
か
え
、
家
族
や
友
人
た
ち

と
山
に
で
か
け
る
人
も
多
く
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

最
近
は
道
路
が
整
備
さ
れ
、
 

車
で
山
奥
ま
で
乗
り
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
簡

単
な
服
装
で
気
軽
に
山
に
入
っ

て
遭
難
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
 

遭
難
騒
ぎ
に
な
り
ま
す
と
、
 

家
族
が
心
配
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
捜
索
な
ど
で
多
く
の
人
に
 

腎
識
”
」
（軌
」鷺
 

皿（
惑
をか
け
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
 

山
に
入
る
と
き
は
次
の
こ
と
 

が
ら
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

〈
入山
心
得
〉
 

▽
山
に
は
絶
対
一
人
で行
か
な
 

し
 

▽
自
分
の
体
に
合
っ
た
行
動
を

し
、
か
ら
だ
具
合
の
悪
い
と

き
に
は
山
に
行
か
な
い
。
 

▽
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に
は

行
か
な
い
。
 

▽
薄
着
を
せ
ず
、
雨
具
、
マ
ッ
 

チ
の
他
、
食
糧
は
多
め
に
持

つ
。
 

▽
集
合
場
所
や
時
間
、
コ
ー
ス

な
ど
を
よ
く
打
ち
合
わ
せ
、
 

必
ず
守
る
。
 

▽
山
に
入
っ
た
ら
、
お
互
い
に

呼
び
合
っ
て
位
置
を
連
絡
し

あ
う
。
 

▽
天
候
が
悪
く
な
っ
た
ら
早
め

に
き
り
あ
げ
る
。
 

▽
道
に
迷
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
 

歩
き
回
ら
な
い
で
、
火
を
た

く
な
ど
救
助
隊
を
待
つ
。
 

捜
査
活
動
に
ご

協
力
を

ク
 

犯
罪
を
ク
見
た
ら

ク
 

ク
聞

い
た
ら

方
1
1
0番
ク
 

ド

ロ
ボ
ー
の
被
害
に
あ
っ

た
ら
 

ク
現
場
は

そ
の
ま

ま

力
1
1
0番
ク
 

五
所
川
原
警
察
署
 

“

《
声
、
 

爆
「調
 

綴
遭
一
 
議
 

広報ごしょがわら （第639号）⑧ 

市役所の電話番号は図)2 1 1 1番 

児
童
手

当
改

正
の
お

知
ら

せ
 
4
月
ー
日
か
ら2
人
目
の
子
ども
に
支
給
 

人
権

擁
護
委
口
貝
制
度
を
 

ご
存
じ

で
す
か
ノ

・
 

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委
 

佐
々
木
初
海
（
吹
畑
 
。
⑩
一1
1
 

▽
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
八
年
四
月

一
百
以
後
に
生
れ
た
児

童
を
含
む
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て
い
る
こ
と
。
又

は
小
学
三
年
生
終
了
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳

未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。
 

な
お
、
児
童
に
つ
い

て
は
、
自
分
の
子
ど
も

で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
子
を
養
育
 
 

し
て
い
れ
ば
受
給
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以

上
の
方
は
児
童
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

▽
支
給
額
 

児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目

の
二
歳
未
満
（
昭
和
六
＋
二
年

四
月
一
日
現
在
）
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
月
額
二
五
〇
〇
円
、
 

三
人
目
以
降
小
嘗
ニ
年
生
終
了

前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
月

額
五
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 
 

▽
新
し
い
児
童
手
当
制
度
の
実

施
方
法
 

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人

（
そ
のう
ち
一
人
以
上

が
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
 

に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
実
施

し
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対

象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
は
、
改
正
さ
れ
た
制

度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
 

一
年
目
（
昭和
六
十
二
年
四

月

一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
 
 

月
三
十
一
日
ま
での
間
）
 

第
ニ
子
分
は
、
昭
和
六
十
一
一

年
四
月
一
日
現
在
で満
四
歳
未

茜
。
 

第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六

十
ニ
年
四
月
一
日
現
在
で満
九

歳
未
満
。
 

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
第
一
一子
以
降
義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

（
 

『
内
線
二
七
六
番
）
へ
ど
つ
ぞ
。
 
 員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
です
。
 

私
達
の
ま
ち
に
は
、
市
長
が

推
薦
し
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
い
じ
め
や
家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
、
借
地
、
借
家
、
相

続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
等
の
間

題
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
 

尾
崎
正
雄
（
田
町
 
。
⑨
二
六

一
一
四
番）
 

石
井
福
太
郎
（
鎌
谷
町
 
か
⑩

三
四
八
〇
番
）
 

一
七
七番
）
 

小
笠
原
徳
一
 
（
野
里
 廿
③
三
 

〇
六
一
番
）
 

小
田
桐
一
雄
（
元
町
 か
⑩
一
 

二
九
三
番
）
 

木
村
 
資
（
鎌
谷
町
 
【
図
一
一
 

四
九
三
番
）
 

封
馬
 
郁
夫
（
松
島
町
 。
＠
 

三
一
一
一一
番
）
 

高
橋
武
一
 
（
藻
川
 
か
国
二
七
 

九
四
番
）
 

嶋
口
慶
治
（
上
平
井
町
 
【
＠
 

二
四
三
〇
番
）
 
（
敬
称略
）
 

昭和62年（1987年）5 月15日 
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召
品
川
泡

」」
十
存
又i

一l
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江
山
．一
 
ー
（h
)
A工
 
H
」り
 

ジ
ー

ロ・
海
外
開

発
青

年
募

集
 

》
 

朝
市
開
設
 

新
鮮
な
野
菜
、
魚
な
ど
を
市
価
よ
り
安
く

皆
さ
ん
の
食
卓
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
恒
例

の
朝
市
で
す
。
 

▽
開
設
期
間
 
六
月
一
日

5
十
一
月
三
十
日

▽
開
設
時
間
 
午
前
四
時
・
七
時
 

▽
開
設
場
所
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

たばこは、市内から買って．/ 
あなたが市内でたばこをお買、、 

求めになりますと、 たばこ消‘昔利, 
， が市の」I又入（たとえばマイルドセ 

巨>-1竺 41F讐プ二 

r" 

公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
 

（
社）
五
所
川
原
青
年
会
議
所
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
リ
は
人
づ
く

り
か
ら
と
、
お
も
い
や
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▽
テ
ー
マ
 
親
か
ら
子
（
の
メ
ッ
七
ー
ジ

▽
日
 
時
 
五
月
十
八
日
（
月
）午
後
七
時

▽
場
 
所
 
産
経
会
館
五
階
 

▽
講
 
師
 
石
本
俊
夫
氏

（
稿島
女
子
短
期

大
学
講
師
）
 

▽
入
場
料
 無
料
 

※
当
日
は
、
保
母
さ
ん
を
配
置
し
て
保
育
の

準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

(
6
2年
度
一
回

次
）
・・

 

▽
融
資
利
率
 
年
五
・
〇
〇
％
 

（
一
般
貸
付
）
 
［
昭和
六
十

二
年
四
月
一
日
現
在
］
 

▽
返
済
期
間
 
五
年
か
ら
三
＋

五
年
ま
で
。
 「
ス
テ
ッ
プ
返

済
」
も
利
用
出
来
ま
す
。
 

▽
申
込
受
付
期
間
 
七
月
十
日

ま
で
。
 

詳
し
い
こ
と
や
お
申
し
込
み

は
、
県
保
険
課
・
県厚
生
年
金

勤
労
者
住
宅
協
会

（。
〇
一
七

七
⑩
二
〇
七
七
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

海
外
開
発
青
年
と
は
、
中
南

米
の
国
々
で
、
日
系
の
受
入
機

関
と
三
年
間
雇
用
契
約
を
結
び
、
 

そ
の
期
間
内
に
現
地
社
会
に
定

着
す
る
た
め
に
必
要
な
自
分
の

適
応
性
と
将
来
計
画
を
自
ら
確

か
め
、
自
己
の
技
術
・
技能
を

も
っ
て
日
系
社
会
の
発
展
に
参

加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

▽
試
験
期
日
及
び
場
所
 
六
月

二
日

（
火）
午
前
十
時
ー
午

後
十
ニ
時
三
十
分
ま
で
。
 

青
森
市
中
央
一
丁
目
十
一

ー
 

＋
八
 
県
職
員
会
館
「
八
甲

荘
」
 

▽
試
験
科
目
 
日
岩
石
の
採
取

に
関
す
る
法
令

（
環
境保
全

関
係
法
令
を
含
む
）
、
口
岩

石
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的

な
事
項
。
 

▽
受
験
願
書
締切
 
五
月
二
十

日
ま
で
（
当
日の
消
印
有
効
）
 
 

同
等
以
上
の
知
識

・
能
力
等

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▽
申
込
期
間
 
六
月
一
日か
ら

七
月
十
日
ま
で
 

▽
受
入
先
 
本
入
の
希
望
は
尊

重
し
ま
す
が
、
受
け
入
れ
先

の
職
務
・
本
人
の
技
能
な
ど

を
考
慮
し
、
適
材
適
所
の
決

定
を
優
先
し
ま
す
。
 
 

業
東
北
支
部

（
仙
台
市
一
番

町
四
丁
目
六ー
一
 
仙
台
第

一
生
命
タワ
ー
ビ
ル
十
八
階
 

【
〇
二
二
⑩
五
一
五
一
番
）
 

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

募
集
説
明
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

六
月
二
十
六
日
 
午
後
六
時
三

十
分
ー
八
時
三
＋
分
 

青
森
市
文
化
会
館
 
四
階

小
会
議
室
 

年
金
住
宅
融
資
 

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

会
員
募
集
 

楽
し
い
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
を
し

た
い
方
、
集
ま
っ
て
見
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
大
歓
迎
。
 

▽
日
時
 
五
月
ニ
十
七
日
（
水）
 

午
前
十
時
ー
十
二
時
ま
で

▽
場
所
 
市
民体
育
館
 

▽
対
象
 
女
性
に
限
る
 

▽
連
絡
先
 
佐
々
木
和
子
さ
ん
 

（
市
内
雛田
 
『
⑩
〇
三
四

三
番
）
ま
で
。
 

⑨昭和62年（1987年）5 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第639号） 

▽
資
格
 
満
二
十
歳以
上
三
十
 
▽
募

集
人
員
 
三
十名
 

五
歳
ま
で
で
、
短
大
・
高
専
 
▽

応
募
方
法
 
所
定
の
申
h
書
 

卒
業
以
上
の
者
及
び
こ
れ
と
 
を

期
日
ま
で
に
国
際
協
h
h
 

採
石
業
務
管
理

者
 

試
験
に

つ
い
て
 

▽
受
験
手
数
料
 
五千
四
百
円
 

▽
利
用
で
き
る
方
 
厚
生年
金
 

▽
申
し
込
み
 
返
信
用
封
筒

（
 

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
 

郵
便
番
号
、
あ
て
名
を
記
載
 

加
入
期
間
が
三
年
以
上
あ
る
 

し
‘
百
二
十
円
切
手
を
は
っ
 

方
。
 

た
も
の
）
を
同
封
し
、
採
石
 
▽

資
金
の
使
途
 
新
築
住
宅
、
 

業
務
管
理
者
試
験
と
明
記
の
 

マ
ン
シ
ョ
ン
、
建
売
住
宅
、
 

う
え
、
県
商
工
労
働
部
鉱
政
 
中
古

住
宅
の
購
入
資
金
お
よ

保
安
課
ま
で
。
 

び
増
改
築
な
ど
の
住
宅
改
良
 

▽
お
間
い
合
わ
せ
先
 
県
商
工
 

資
金
。
 

労
働
部
鉱
政
保
安
課
砂
利
採
 

▽
融
資
金
額
 
所
要
資
金
の
八

石
班
（
？
〇
一
七
七⑩
一
一
 

〇
％
以
内
で
、加
入
期
間
な

一
一
番
）
 
ど

に
よ
り
最
高

一
千
五
百万

円
ま
で
。
 



62年度歯の健康診断室 
レ日時 6 月 6 日日つ 午前10時～どF後 3 時 

ン場所 市保健センター 

レ内容 歯の無料・健康診査、歯の磨き方指 

j尊、図画・ポスターの展示、歯科関連物 

の展示 

レ主催 県歯科医師会北五支部会 

レ後援 市民保健協議会・五戸斤川原市 

静 

日
が
昇
る
頃
に
は
母
の
音
がす
る
 

皿
 
囲
 

老
漁
夫
の
鮫
も
伸
び
て
る
大
漁
旗
 

産
声
が
ー
つ
地球
を
朝
に
す
る
 

置
い
て
来
た
欝

も
悲
し
い
孤
児
の
母
 

し
げ
る
 

狂
 
六
 

一
 
策
 

あ
で
や
か
に
生
き
れ
ば
寡
婦
に
さ
さ
る
風
 ふ

ヒ
や
 

牧
 
星
 

順
 
坊
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

万
国
旗
国
の
名
前
は
知
り
ま
せ
ん
 

蘇撫表国（1？健康孝嬢舞 
医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 

が次の日程で開かれます。お気軽においで’ 

下さい。 

今回のテーマは 「腎臓の話」 

ン日時 5 月22日（金）午後 1時 

ン場所 市保健センター 

＞講師 永田紀四郎先生 

（永田小児科・医院長） 

みんなの健康教室テレフォンサー 

ビス実施中 	合（⑩031 1番 

~ 	 催北JLL.i'ti会市民保健協警三ー 

響麟 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

＞受付時間 とF後1時～ 1時30分・まで。 

＞持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3 

才児は尿検査も行いますので当日きれいに洗っ

たノ」、ビンに尿を入れて持ってきてください。 

※注意 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細胞睡 

（小児がん）の検査セットを配イ寸しますが、当日

つごうで来才しない場合は検査セッ トを衛生課窓口

にて配イ寸しますので6 カ月、 7 カ月の赤ちゃんは 

・ぜひおいでください。 

なお病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ 

んはご遠慮ください。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S62年 2 月生 6 月 9 日（幻 健康診査 

6 カ 月 児 S61年11月生 6 月16日（火） 健康相談 

1 オ 児 S 61年 5 月生 6 月22日明） 健康相談 

1才6力月児 S 60年12月生 6 月23日（刃 健康診査 

3 才 児 S 59年 2 月生 6 月18日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（＝内線268. 272番） 

へどうぞ。 

昭和62年（1987年）5 月15日 	 広報ごしょカ’わら 
	

（第639号）⑩ 

6月の保健センター相談日 

 

市役所の電話番号は⑩2111番 

6 月 5 日、12日、19日、26日です。 （毎週金 

日署日） 

日寺間：午前10時～午後 3 時まで 

内容：保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健康 

相談に応ヒますので、赤ちゃんからお年寄りま 

で、お気軽にご利用ください。 

お間い合わせは、市衛生課へ（か内線268番L 
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